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【事例４】廃アルカリ排出量の削減 

事業所名 株式会社ニコン相模原製作所 

事業内容 光学ガラス､光学材料､レンズ･プリズム等光学部品及び電子デバ

イスの研究・開発 

従業員数 650 名（2016 年 10 月 1 日現在） 

廃棄物データ 産業廃棄物     発生量計：  764.30ｔ 

特別管理産業廃棄物 発生量計：  615.44ｔ 

※平成 27 年度実績 

１．事業所の概要 

相模原製作所は、１９７１年 

（昭和４６年）に光学ガラスの 

製造工場として開設されて以来、 

光学ガラスからレンズ生産に至る 

一貫工場として発展してきました。 

２０１４年度より始まった事業所 

再編計画は２０１５年８月に改修 

工事の完了をもって終了し、レンズ 

部門及び要素開発部門の集約が図ら 

れ結晶材料、光機能材料やそれらを 

利用した光学部品、さらに電子デバ 

イスに関する研究、開発の主要拠点 

としてその領域を拡げています。現在、

光学機器メーカーであるニコングルー

プの根幹を支える重要な役割を担う事

業所となっています。 

相模原製作所の廃棄物排出量は平成２７年度実績でおよそ１，３８０t、ニコン６製作

所の約半分を占めています。 

昨年の主な廃棄物の内訳は、汚泥：５９１t、廃アルカリ：５１７ｔ、廃酸：６３ｔ、

ガラス・レンガ等：１１３ｔ、ＰＣＢ廃棄物：３５ｔでした。 

沿革 

１９７１年（昭和４６年）７月 相模原工場として開設、光学ガラス製造部門 

を大井製作所より移転し操業開始 

１９８１年（昭和５６年）５月 レンズ加工部門を大井製作所より移転 

１９８１年（昭和５６年）６月 相模原製作所に改称 

１９９８年（平成１０年）８月 環境マネジメントシステムＩＳＯ１４００１ 

認証取得 

２００１年（平成１３年）２月 増設工場稼動 

（１９９９年に隣接工場土地取得） 

２００１年（平成１４年）１月 大井製作所よりデバイス技術部移転 

２００８年（平成２０年）２月 光学硝子生産新棟竣工 

２０１５年（平成２７年）１月 事業所再編による新棟竣工 

２０１５年（平成２７年）８月 事業所再編計画完了 



２．ニコンの環境への取組概要

ニコングループでは、環境管理活動の基本方針「ニコン環境管理基本方

環境長期ビジョン・環境中期目標

開しています。 

世界的に、気候変動や水・その他の資源に関連した物理的リスクや規制リスクが高ま

り、化学物質への対応がますます求められる中、関連する法規制は厳格化する傾向にあり

ます。このようなリスクや規制に積極的に対応していくことは、企業としての社会的責任

だと認識しており、ニコン環境管理基本方針に基づいて、

環型社会の実現」「健康で安全な社会の実現」を

ングループとして２０１６年

を策定しました。 

また、「ニコン環境長期ビジョン」の実現に向け、

ニコン環境中期目標」に定めました。
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取組概要

ニコングループでは、環境管理活動の基本方針「ニコン環境管理基本方

環境長期ビジョン・環境中期目標・環境アクションプランを定め、体系的に環境活動を展

に、気候変動や水・その他の資源に関連した物理的リスクや規制リスクが高ま

化学物質への対応がますます求められる中、関連する法規制は厳格化する傾向にあり

ます。このようなリスクや規制に積極的に対応していくことは、企業としての社会的責任

ニコン環境管理基本方針に基づいて、「低炭素社会の実現」「資源循

環型社会の実現」「健康で安全な社会の実現」を環境長期ビジョンとして位置づけ

年４月に数十年先の未来を見据えた「ニコン環境長期ビジョン」

「ニコン環境長期ビジョン」の実現に向け、２０３０年までに取り組むことを

ニコン環境中期目標」に定めました。

ニコングループでは、環境管理活動の基本方針「ニコン環境管理基本方針」のもと、

環境アクションプランを定め、体系的に環境活動を展

に、気候変動や水・その他の資源に関連した物理的リスクや規制リスクが高ま

化学物質への対応がますます求められる中、関連する法規制は厳格化する傾向にあり

ます。このようなリスクや規制に積極的に対応していくことは、企業としての社会的責任

「低炭素社会の実現」「資源循

環境長期ビジョンとして位置づけ、ニコ

た「ニコン環境長期ビジョン」

年までに取り組むことを
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「低炭素社会の実現」に関しては、国際的な動きを見据えて対応、２０１５年１２月

に採択されたパリ協定をもとに気候変動がもたらすリスクを認識し、ＣＯ２削減に着実に

取り組んでいきます。「資源循環型社会の実現」に関しては、限りある資源を使用して製

品を製造・販売している事業の性質上、資源を有効に利用し、廃棄物を削減していくこと

は、ニコンの社会的責任だという認識のもと、製品のライフサイクルを通じた環境負荷低

減に取り組んでいきます。「健康で安全な社会の実現」に関しては、世界各地で事業を展

開するにあたり、地域社会との共生が必須だと考え法令順守を徹底した上で地域住民の皆

様と協力し、地域社会の安全で快適な環境の維持・向上に貢献していきます。 

環境への取り組みは、ＩＳＯ１４００１を活用した環境管理活動を実施しており、

「ニコン環境管理基本方針」のもと環境マネジメントシステムをグループ全体に展開し、

国内外でのＩＳＯ１４００１統一認証の取得を進めています。環境アクションプランの中

で製品の小型・軽量化、容器包装の減容化・軽量化などを通じて省資源化に取り組むとと

もに、廃棄削減や水資源の有効利用など、事業活動を通じた取り組みにも注力し、資源循

環型社会の実現に向け活動しています。 

廃棄物削減では２０１６年３月期の廃棄物の排出実績は、ニコン単体では２，８３１

ｔ、国内グループ生産会社は２，３１４ｔでした。目標である「直近３年間の移動平均排

出量から１％削減」を達成しました。ニコンでは電子マニフェストシステム（ＪＷＮＥＴ）

対応の廃棄物管理システムを導入しています。各事業所における廃棄物排出量などの算定

方法を統一、データ収集の迅速化とデータの精度向上が図れています。 

３．相模原製作所の環境への取組内容 

相模原製作所は廃棄物負荷の大きな事業所であることを認識し、ニコン環境管理基本

方針・ＩＳＯ１４００１活動などを通じて廃棄物削減に取り組み、従業員に負担をかけず

自ら行えるあまり背伸びをしない活動に取り組んでいます。 

当製作所は光学ガラスの製造からレンズ加工までを手掛ける工場であることから、ガ

ラスの加工に伴い汚泥が発生しますが、加工方法の改善等により削り代などは極限まで減

らすなど削減の努力をしています。 
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ガラスの加工に伴い発生する廃棄物の中身は汚泥と水分（廃アルカリ）で廃アルカリ

に含まれる汚泥（固形）分は沈殿して不純物が比較的少ない状態となっていることから排

水設備による処理が出来るのではないかとのアイデア提案があり、２００９年（平成２

１）、廃アルカリ（水分）の排出量の削減を検討しました。

保管場所の汚泥ピットには職場の研・研磨などによる作業から発生する汚泥（廃液を

含む）が移動式タンクで持込まれ、ピット

の廃棄物は汚泥（タンク下部に沈殿）と廃

アルカリ（上みず）に分かれ、処分業者に

別々に引取り処分（特管産廃）をお願いし

ていました。 

調査検討の結果、廃アルカリを排水設備

で処分が可能であることが判明したことか

ら汚泥から廃アルカリを分離する工夫を考

え、新たに水分分離が出来る保管庫を設置

しました。 

４．トラブル要因の除去（苦心した点） 

汚泥と廃アルカリの分離にあたっては、当初より排水受槽へ廃アルカリを戻すことで

処理困難物が流入し、異物によるポンプのトラブル、排水受槽の固形物の堆積など排水処

理設備の不具合が推測されました。 

そのため分離の仕組みをシンプルで（手を掛けず）丈夫な（作業がやり易い）構造と

なるよう検討しました。 

５．取組の成果 

汚泥と廃アルカリを短時間で効率よく分離できる、保管庫を新設（２０１０年）、運

用により前年（２００９年）比、６８．８ｔの廃アルカリの削減が図れ、約１，６００

（千円）の経費削減となりました。 

６．課題と今後の取組 

廃棄物は事業所の生産に左右される一面もあり有価物化することで削減効果を高める

ことが考えられますが、マテリアルリサイクルが難しい異種材の複合した廃棄物（鉄＋ス

テンレス、プラスチック＋金属、木材＋金属＋プラスチックなど）については、現時点で

分別化に限界があるため、今後は更に分別を進める等、有価物化を推進してまいります。 

床は水切りの傾斜、側面 

はステンレス製の枠にメ 

ッシュ鋼板を取付け頑丈 

な構造としました。 


